日本混相流学会

2006年度第1回理事会議事録

日時：平成18年8月6日(日)12:30-14:00

場所：金沢工業大学扇が丘キャンパス8・204室

出席者(理事)：辻裕(会長)、井口学(筆頭副会長)、賞雅寛而(企画担当副会長)、奈良林直(情報担当副会長)、高橋弘(情報部会長)、小泉安郎(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長)、大川富雄(総務部会長)、佐藤恵一(北陸・信越地区担当理事)、坂東芳行(学生会理事)、佐藤博(東北地区担当理事)

出席者(オブザーバー)：近藤健(事務局)

議題と配布資料：

1. 会長挨拶、理事紹介、理事役員名簿確認 
[資料2006-1-01]

2. 前回議事録の確認 
[資料2006-1-02]

3. 会則、内規、規定、覚書、申合せ事項確認 
[資料2006-1-03]

4. 今年度理事会開催スケジュールについて 
[資料2006-1-04]

5. 委員会委員 
[資料2006-1-05]

6. 地区代表の選出について 
[資料2006-1-06]

7. 論文精選集の発行準備について 
[資料2006-1-07]

8. 学会賞の選考準備について 
[資料2006-1-08]

9. その他懸案事項 
[資料2006-1-09]

参考資料1　第3回混相流国際会議"ICMF98Lyon"に参加する若手会員の支援(11巻3号会告)

参考資料2　第10回オーガナイズド混相流フォーラム(20巻2号会告)

参考資料3　第1回マイクロ・ナノバブル技術シンポジウム(20巻2号会告)

議事：

1.会長挨拶、理事紹介、理事役員名簿確認

2.前回議事録の確認

・2005年度第5回議事録を配布した。意見、コメント等がある場合には総務委員長宛連絡する。

3.会則、内規、規定、覚書、申合せ事項確認

・日本混相流学会の規定類を配布し、総務委員長より、適宜ご確認頂きたい旨お願いがあった。

・次回理事会を目途に、学術会議関連の状況整理を行うこととした。

4.今年度理事会開催スケジュールについて

・2006年度理事会のスケジュール調整を行い、下記の通り計5回開催することとした。 

· 第1回：平成18年8月6日(日)
12:30-14:00
金沢工業大学

· 第2回：平成18年9月9日(土)
13:00-17:00
大阪大学中之島センター

· 第3回：平成18年12月9日(土)
13:00-17:00
東京

· 第4回：平成19年3月3日(土)
13:00-17:00
大阪大学中之島センター

· 第5回：平成19年6月9日(土)
13:00-17:00
東京

・旅費支給額の計算方法については、総務委員長作成の原案を承認した。

5.委員会委員

・辻会長より各種委員会委員長宛に委員構成の依頼を行い、次回理事会を目処に委員リストを作成することとした。

・学会ホームページの更新が遅延している箇所があるため、総務委員長が対応することとした。

6.地区代表の選出について

・評議員を推薦する地区代表者が交代となる地区について、各地区担当理事と前任者が連携して後任候補の調整を行うこととした。

・評議員、監事選挙までのスケジュールを確認した。

7.論文精選集の発行準備について

・今年度の論文精選集発行のため、発行までのスケジュール、昨年度抽出課題、前年度理事会で挙げられた対応案の確認を行い、編集委員長に今年度の対応策について検討を依頼した。

8.学会賞の選考準備について

・辻会長より、2006年度学会賞選考委員長として井口学氏(北海道大学)が推薦され、理事会として承認した。

・表彰規定に基づき、2006年度名誉会員選考委員長を井口筆頭副会長が担当することを確認した。

・学会賞への推薦がより積極的に行われる環境整備について議論した。

・論文精選集掲載の論文が論文賞の対象であることを明確化するため、表彰規定の変更案が示された。

・2006年4月発行の論文精選集掲載の論文推薦手続き(案)が示された。

9.その他

・本事業年度内に年会講演会を2回実施するため、必要になると予想される作業について検討した。事務局で関連する情報収集を行い、次回理事会で引き続き検討することとした。

・奨励賞および萌芽賞の受賞基準を明確化するため、表彰規定の改定案が示され、原案通り承認された。

・平成13年3月3日開催の理事会においてICMF開催時に参加若手研究者支援および夕食会開催に関する合意がされていることを確認し、国際部会長がICMF運営委員長と連携をとることとした。連携を円滑に行うため、菱田ICMF実行委員長に次回理事会へのオブザーバー参加を依頼することとした。

・インターナショナルレクチャーコースの開催について確認した。

・なるべく早期にJ-Stage掲載を行うため、適切な対応を行うよう編集委員長に依頼した。

・昨年度通り、非会員の年会講演会講演者に対し、お礼と入会勧誘を行うこととした。 

以上

作成：大川富雄(総務部会長)
